
                   

 
 

源
頼
朝
（
一
一
四
七
～
九
九
）
は
十
二

世
紀
末
、
逗
子
の
と
な
り
鎌
倉
に
幕
府

を
開
き
ま
し
た
。
そ
の
時
代
は
、
頼
朝
の

父
・
義
朝
（
一
一
二
三
～
六
〇
）
が
東
国

で
勢
力
を
広
げ
、
南
関
東
の
武
士
団
を

統
率
す
る
ほ
ど
の
力
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
逗
子
に
は
義
朝
の
屋
敷
も
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
頼
朝
も
東
国

武
士
た
ち
と
交
わ
り
、
幾
度
も
三
浦
半

島
内
を
往
来
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
鎌

倉
幕
府
の
歴
史
書
『
吾
妻
鏡
』
や
伝
説
を

参
考
に
、
頼
朝
が
見
た
逗
子
を
た
ど
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

悪
源
太
義
平
（
一
一
四
一
～
一
一
六

〇
）
と
は
、
義
朝
の
長
子
で
頼
朝
の
六
歳

上
の
異
母
兄
に
あ
た
る
源
義
平
の
こ
と

で
す
。
義
平
の
母
親
は
三
浦
大
介
義
明

の
娘
と
い
わ
れ
、
義
平
は
母
の
郷
里
近

く
、
沼
間
の
義
朝
屋
敷
で
育
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

      

義
平
は
、
十
八
歳
で
平
治
の
乱
に
出

陣
す
る
ま
で
、
父
・
義
朝
が
た
び
た
び
京

都
へ
出
仕
す
る
間
、
沼
間
で
父
の
留
守

を
預
か
り
、
東
国
の
武
士
団
を
束
ね
て

い
た
よ
う
で
す
。
十
五
歳
の
時
、
義
朝
の

対
抗
勢
力
で
あ
る
叔
父
・
義
賢
（
よ
し
か

た
／
木
曽
義
仲
の
父
）
の
武
蔵
国
の
大

蔵
館
（
現
在
の
埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町

大
蔵
）
を
急
襲
し
て
討
ち
取
っ
た
こ
と
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 頼朝が見た逗子 
 ～兄・義平は沼間育ち～ 

 

 
 

一猛斎芳虎画『武者鑑』より 

（国立国会図書館蔵）  

頼
朝
と
逗
子 

悪源太義平 

悪
源
太
義
平
（
あ
く
げ
ん
た
よ
し
ひ
ら
） 

https://www.library.city.zushi.lg.jp/
https://www.library.city.zushi.lg.jp/


で
武
勇
を
と
ど
ろ
か
せ
、
強
い
と
い
う

意
味
で
「
悪
源
太
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

義
平
は
、
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
に

父
と
共
に
平
治
の
乱
に
参
戦
し
、
奮
戦

し
ま
し
た
が
平
清
盛
に
敗
れ
ま
し
た
。

父
や
弟
ら
と
共
に
逃
れ
た
も
の
の
別
れ

別
れ
と
な
り
、
単
独
で
再
び
京
に
入
っ

た
と
こ
ろ
を
捕
え
ら
れ
、
京
都
六
条
河

原
で
斬
首
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
二
十
歳

で
し
た
。
一
方
、
父
・
義
朝
は
再
起
を
は

か
る
た
め
東
国
に
向
か
い
ま
し
た
が
、

途
中
、
尾
張
国
（
愛
知
県
）
で
源
家
代
々

の
家
人
の
裏
切
り
に
よ
り
殺
さ
れ
ま
し

た
。
十
四
歳
の
頼
朝
は
父
と
は
ぐ
れ
、
平

家
の
家
人
に
捕
え
ら
れ
ま
し
た
。
死
を

覚
悟
し
た
頼
朝
で
し
た
が
、
清
盛
の
継

母
に
あ
た
る
池
禅
尼
の
助
命
嘆
願
に
よ

り
伊
豆
に
流
刑
と
な
り
ま
し
た
。 

   

逗
子
の
沼
間
は
、
古
く
は
「
沼
浜
（
ぬ

は
ま
）」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
源
義

朝
の
屋
敷
が
沼
間
に
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
根
拠
は
、『
吾
妻
鏡
』
の
建
仁
二
年
（
一

二
〇
二
）
二
月
二
十
九
日
の
箇
所
に
あ

り
ま
す
。
北
条
政
子
が
、
夢
に
現
れ
た
義

朝
の
お
告
げ
に
従
い
、
沼

浜
の
義
朝
の
屋
敷
を
亀
谷

寺
（
現
在
の
鎌
倉
・
寿
福

寺
）
に
移
し
た
、
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
義
朝
は
京
都
で
元
服
し
た
後
、

祖
先
ゆ
か
り
の
鎌
倉
に
本
拠
地
を
置
き

つ
つ
、
腹
心
の
三
浦
氏
と
の
連
絡
の
拠

点
と
し
て
現
在
の
法
勝
寺
近
辺
に
「
沼

浜
亭
（
ぬ
は
ま
て
い
）」
と
い
う
別
邸
を

構
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

沼
間
の
五
霊
神
社
（
ご
り
ょ
う
じ
ん

じ
ゃ
）
は
、
義
朝
が
沼
間
の
鎮
守
と
し
て

建
立
し
た
と
い
う
説
や
、
光
照
寺
は
義

平
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
て
ら
れ
た

と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
に
つ
い
て
確
証
は
な
い
の
で
す
が
、

沼
間
と
義
朝
・
義
平
父
子 

と
の
縁
が
い
か
に
深
い
か 

を
示
し
て
い
ま
す
。 

   

「
新
箸
の
宮
」
の
伝
説
は
、
頼
朝
が
伊

豆
で
の
流
人
時
代
に
、
久
野
谷
を
訪
れ

た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
す
。
治
承

元
年
（
一
一
七
七
）、
頼
朝
は
伊
豆
を
出

て
、
三
浦
一
族
の
二
人
を
伴
っ
て
鎌
倉

か
ら
三
浦
方
面
に
向
か
う
途
中
の
名
越

の
山
中
で
道
に
迷
い
、
一
軒
の
家
に
行

鎌
倉
郡
沼
浜
（
ぬ
は
ま
）
郷 

法
勝
寺
・
五
霊
神
社
・
光
照
寺 

久
野
谷
（
現
在
の
久
木
）・ 

 
 

新
箸
の
宮
（
に
い
は
し
の
み
や
） 

  



き
着
き
ま
し
た
。
こ
の
家
の
娘
は
、
粟
飯

に
茅
の
茎
を
切
っ
た
新
し
い
箸
を
添
え

て
一
行
を
も
て
な
し
ま
し
た
。
こ
の
厚

い
も
て
な
し
に
感
じ
入
っ
た
頼
朝
は
、

娘
の
父
親
が
か
つ
て
沼
間
の
屋
敷
で
亡

き
兄
・
義
平
に
仕
え
て
い
た
久
野
谷
六

大
夫
（
く
の
や
ろ
く
だ
ゆ
う
）
で
あ
る
と

知
る
と
、
更
に
感
激
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。 

鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
た
後
、
頼
朝
は

六
大
夫
を
訪
ね
、
こ
の
土
地
の
名
主
と

し
ま
し
た
。
久
野
谷
（
明
治
期
に
柏
原
と

合
併
し
て
久
木
と
な
り
ま
し
た
）
と
い

う
地
名
は
こ
の
六
大
夫
に
由
来
し
て
い

ま
す
。
こ
の
故
事
に
ち
な
ん
で
「
新
箸
の

宮
」
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
は

宅
地
造
営
の
た
め
宮
址
も
定
か
で
は
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

  

『
吾
妻
鏡
』
で
は
、
寿
永
元
年
（
一
一

八
二
）
に
逗
子
の
地
名
が
四
回
出
て
き

ま
す
。
い
ず
れ
も
「
亀
の
前
」（
伊
豆
の

流
人
で
あ
っ
た
頼
朝
か
ら
寵
愛
を
受
け

て
い
た
女
性
）
に
関
す
る
事
柄
で
す
。 

亀
の
前
は
、
こ
の
年
の
六
月
に
頼
朝

に
呼
び
寄
せ
ら
れ
、
伊
豆
か
ら
小
坪
の

中
原
光
家
宅
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
そ

の
後
飯
島
の
伏
見
（
藤
原
）
広
綱
宅
に
移

り
ま
し
た
が
、
十
一
月
、
北
条
政
子
の
知

る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

激
怒
し
た
政
子
は
、
家
臣
に
命
じ
て
広

綱
宅
を
破
壊
さ
せ
た
た
め
、
広
綱
は
亀

の
前
を
伴
っ
て
鐙
摺
（
あ
ぶ
ず
り
）
の
大

多
和
義
久
宅
に
逃
れ
ま
し
た
。
亀
の
前

は
一
ヶ
月
ほ
ど
鐙
摺
に
滞
在
し
ま
し
た

が
、
十
二
月
に
再
び
小
坪
の
中
原
光
家

宅
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
亀
の
前
は
、
小

坪
に
愛
着
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

頼
朝
は
亀
の
前
に
会
う
た
め
に
、
小
坪

を
頻
繁
に
訪
れ
た
と
想
像
で
き
ま
す
。 

           

こ
の
時
か
ら
約
十
年
後
の
建
久
四
年

（
一
一
九
三
）
七
月
、
将
軍
と
な
っ
た
頼

朝
が
供
を
連
れ
て
小
坪
の
浜
に
遊
ん
だ
、

と
『
吾
妻
鏡
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
亀
の
前
」 

小
坪
～
飯
島
～
鐙
摺
～
小
坪 

亀
の
前 

『
吾
妻
鏡
』
に
は
亀
の
前
に
つ
い
て
、「
た

だ
容
貌
が
優
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
心

も
特
に
柔
和
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

顔
貌
の
濃
や
か
な
る
の

み
に
あ
ら
ず
、
心
操
殊
に

柔
和
な
り
、
去
春
の
比
よ

り
御
密
通
、
日
を
追
ひ
て

御
寵
甚
し
と
云
々
。 

（
『
全
譯
吾
妻
鏡 

第
１
巻

新
版
』
新
人
物
往
来
社 

寿
永
元
年
六
月
一
日
よ
り
） 



 《
岩
殿
寺
》 

頼
朝
は
岩
殿
寺
（
岩
殿
観
音
）
を
篤
く

信
仰
し
、
将
軍
と
な
っ
て
も
頻
繁
に
参

詣
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
治
承
四
年
（
一

一
八
〇
）、
頼
朝
が
相
模
西
端
の
石
橋
山

（
現
在
の
小
田
原
市
）
で
敗
れ
て
舟
で

房
総
半
島
へ
逃
れ
る
際
に
、
岩
殿
寺
の

十
一
面
観
音
に
祈
願
し
た
そ
う
で
す

（
『
岩
殿
寺
縁
起
』）
。
頼
朝
だ
け
で
な
く
、

政
子
、
大
姫
、
頼
家
、
実
朝
も
た
び
た
び

参
詣
し
て
い
ま
す
（『
吾
妻
鏡
』）。 

《
神
武
寺
》 

寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
に 

平
家
を
討
つ
際
、
頼
朝
は
神
武
寺
に
戦

勝
を
祈
願
し
、
文
覚
（
も
ん
が
く
／
一
一

三
九
？
～
一
二
〇
三
？
）
を
住
持
と
し

ま
し
た
。
文
覚
と
い
え
ば
、
六
代
御
前
の

命
乞
い
を
し
た
僧
と
し
て
逗
子
で
は
馴

染
み
の
深
い
名
前
で
す
。
頼
朝
と
文
覚

と
は
、
共
に
流
人
と
し
て
伊
豆
で
知
り

合
っ
て
以
来
深
い
親
交
が
あ
り
ま
し
た
。 

建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
八
月
、
北
条

政
子
が
実
朝
の
出
産
の
折
に
、
頼
朝
は

神
武
寺
を
含
む
相
模
国
の
二
十
七
の
神

社
仏
閣
に
安
産
祈
願
を
し
て
い
ま
す

（『
吾
妻
鏡
』）
。 

《
多
古
江
河
（
田
越
川
）》 

建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
八
月
二
十
六

日
、
頼
朝
は
甥
の
一
条
高
能
（
い
ち
じ
ょ

う
た
か
よ
し
）
を
連
れ
て
多
古
江
河
を

散
策
し
て
い
ま
す
。
高
能
に
は
頼
朝
の

娘
・
大
姫
と
の
縁
談
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
数
日
前
の
十
八
日
、
大
姫
は
こ
の

話
を
断
っ
て
い
ま
す
。
大
姫
は
幼
い
頃
、

婚
約
者
の
木
曽
義
高
（
木
曽
義
仲
の
息

子
）
を
頼
朝
に
殺
害
さ
れ
て
以
来
健
康

を
害
し
て
お
り
、
頼
朝
や
政
子
他
、
皆
が

案
じ
て
い
ま
し
た
（『
吾
妻
鏡
』）。
頼
朝

は
、
田
越
川
の
ほ
と
り
で
高
能
と
ど
の

よ
う
な
話
を
し
た
の
か
興
味
深
い
も
の

で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
頼
朝
は
逗
子
の
各
所
を

訪
れ
ま
し
た
。
頼
朝
の
こ
と
が
よ
り
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
と
共
に
、
逗
子
も
ま

た
源
家
一
族
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
地

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

  

そ
の
他
の
頼
朝
の
足
跡 
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